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浸
水
被
害
・
避
難
対
策
を
し
っ
か
り

有
効
な
野
良
猫
対
策
を

真 野 和 久 議員

質
　
問

　
「
庭
の
花
壇
が
荒
ら
さ
れ
る
。

糞
尿
を
さ
れ
て
困
る
」「
野
良
猫

に
餌
を
や
る
人
が
い
る
の
で
や
め

さ
せ
て
」
と
相
談
が
あ
っ
た
。
飼

い
猫
の
徘
徊
、
野
良
猫
対
策
は
。

　

ま
た
、
飼
い
主
や
野
良
猫
へ
の

餌
や
り
へ
の
注
意
、
啓
発
は
。

市
民
生
活
部
長

　

関
係
す
る
地
区
と
協
議
し
、「
ち

ら
し
」
の
回
覧
や
看
板
を
設
置
す

る
。
餌
や
り
を
し
て
い
る
人
が
特

定
で
き
れ
ば
、
愛
知
県
動
物
保
護

管
理
セ
ン
タ
ー
尾
張
支
所
と
共
に

指
導
す
る
。
ま
た
、
定
期
的
に
広

報
紙
で
啓
発
し
て
い
る
。

質
　
問

　

野
良
猫
を
減
ら
す
た
め
、「
※地

域
猫
活
動
」を
進
め
る
考
え
は
。

市
民
生
活
部
長

　

ま
ず
、地
域
住
民
の
意
見
が「
野

良
猫
を
地
域
ぐ
る
み
で
適
切
に
管

理
飼
育
」
す
る
こ
と
で
、
ま
と
ま

る
こ
と
。
市
と
し
て
こ
の
事
業
を

進
め
て
い
き
た
い
。

※
地
域
猫
活
動

　

地
域
住
民
が
協
力
し
て
、
不
妊

手
術
、
餌
や
り
・
ト
イ
レ
の
設
置
・

管
理
な
ど
を
行
い
、
今
い
る
野
良

猫
を
地
域
で
飼
養
し
、
徐
々
に
頭

数
を
減
ら
し
て
い
く
活
動
。

年
度
よ
り
対
策
工
事
を
行
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
だ
。

質
　
問

　

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
域
で
の

防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
、「
海

抜
表
示
を
も
っ
と
身
近
な
と
こ
ろ

に
ほ
し
い
」と
い
う
声
が
あ
る
。

　

清
須
市
で
は
防
犯
灯
に
海
抜
や

堤
防
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
こ
と

が
ニ
ュ
ー
ス
で
紹
介
さ
れ
た
が
、

愛
西
市
で
も
行
っ
て
は
。

総
務
部
長

　

清
須
市
の
自
主
防
災
会
が
独
自

に
防
犯
灯
の
支
柱
に
地
盤
か
ら

30
㎝
に
マ
ー
キ
ン
グ
し
、
道
路
冠

水
に
よ
る
垂
直
避
難
の
目
安
と
し

て
活
用
す
る
な
ど
し
て
い
る
。
地

域
か
ら
相
談
が
あ
れ
ば
、
協
力
を

惜
し
ま
な
い
。

質
　
問

　

5
月
の
県
の
被
害
予
測
で
、
理

論
上
最
大
値
で
浸
水
被
害
死
者
800

人
増
と
な
っ
た
理
由
は
。

総
務
部
長

　

津
波
の
河
川
遡
上
よ
り
も
先

に
、堤
防
高
が
一
律
75 

%
沈
降
し
、

満
潮
位
を
想
定
し
た
河
川
水
位
に

よ
る
堤
防
内
の
水
が
一
気
に
住
宅

地
へ
流
れ
込
み
浸
水
す
る
、
想
定

し
難
い
非
常
に
厳
し
い
条
件
で
予

測
さ
れ
た
。
建
物
や
家
具
の
下
敷

き
で
自
力
脱
出
困
難
が
200
人
、
避

難
途
中
に
浸
水
に
巻
き
込
ま
れ
る

こ
と
に
よ
る
死
者
が
600
人
を
想

定
。
こ
の
予
測
は
、
発
生
頻
度
が

1
0
0
0
年
に
一
度
以
下
の
も

の
。質

　
問

　

日
光
川
な
ど
実
際
に
堤
防
沈
降

に
よ
る
浸
水
被
害
は
な
い
と
考
え

る
か
。

総
務
部
長

　

日
光
川
堤
防
は
、
地
盤
改
良
や

矢
板
な
ど
の
対
策
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
今
回
の
予
測
に
は
考
慮

さ
れ
て
い
な
い
。
平
成
21
年
ま
で

に
緊
急
性
の
高
い
7
㎞
を
改
修
し

た
。
今
後
、
本
年
中
に
「
第
3
次

地
震
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

と
し
て
対
策
区
間
を
設
定
し
、
来

▲猫の注意看板


